第６学年１組　算数科学習指導案
姫路市立南大津小学校
１．単元　　　体積

２．趣旨

○　体積は、３次元（縦、横、高さの方向）に広がりをもつ、空間領域の大きさの程度を表す量である。これまでに児童は、長さ・かさ・重さ・面積の学習を通して測定の意味や普遍単位の必要性をつかんでおり、さまざまな図形の面積の求め方も学習している。
本単元では、すでに学習した直方体と立方体について量的側面に着目させ、既習事項を生かしながら、体積においても単位量があることや、全体量をそのいくつ分として数値化できることを求積公式としてまとめていくことをねらいとしている。さらに、単位の相互関係を理解し、量の表し方についての見方を広げたり、複合立体図形の体積の求積方法を理解し、複雑な図形の見方・考え方を深めたりしていくものである。
○　プレテストによって浮かび上がってきた２８名の児童の実態は、以下のとおりである。かさ・直方体・立方体の概念は、ほぼ身に付いている。ただし、３分の２の児童は、空間のとらえ方が正しくできていない。面積の公式では、６名の児童に既習事項が剥落しており、復習の支援が必要である。単位は知っているが、相互関係が理解できておらず、量感が身についていないことや平方の正しい意味を理解していないことがわかる。複合図形の面積の求め方は、半数の児童ができている。
　　本学級の児童は、課題に真面目に取り組み、めあてに向かって努力しようとするよい面を持っている。しかし、操作活動はある程度できるが、どうしてそうなるのか筋道を立てて考えたりすることは、苦手であり、学習内容の定着度に課題がある。
○　指導にあたっては、まず、体積は量の一つであり、かたまりの大きさとして表されることを理解させる。体得しにくい概念であるため、積み木や粘土など身近な具体物を使い実感させたい。次に、単位量のいくつ分かで全体量を数値化できることや求積公式を理解させる際には、１㎤の立方体の積み木やコンテンツを効果的に使い、容易に理解できるための手だてとしたい。また表面積と混同しないように、常にかさの概念を想起させることばかけをしていきたい。
理解しにくい単位の相互関係では、テ－プや棒を使って１㎥の大きさを作る操作活動を取り入れたり、コンテンツで視覚的にとらえさせたりすることで単位の量感をしっかりとつかませたい。最後に複合立体図形の体積は、コンテンツを活用して、立体を分割したり補ったりして立方体や直方体に帰着させればよいことに気づかせ、求め方を工夫させる。ここでは、一つの方法に終止せずに、意見交換によっていろいろな求め方にふれ、多様に思考することのよさや楽しさも味わわせたい。
３．単元の目標

①　単位となる大きさのいくつ分としてものの大きさを数値化することのよさがわ

かり、進んでこれを活用しようとする。
2 直方体や立方体の体積公式を考え出したり、これを活用して簡単な複合図形の体積の求め方を工夫したりすることができる。
③　直方体や立方体の体積を公式を用いて求めることができる。
④　体積の意味と単位㎤や㎥がわかり、直方体や立方体の体積が計算で求められこ

とを理解する。

４．学習計画（全９時間）

　　　　　第一次　直方体・立方体の体積　　　　　　　　　　　　　（３時間）

第１時　　　体積の概念と普遍単位㎤
第２時　　　直方体・立方体の体積の公式（本時）
第３時　　　１０００㎤の入れ物づくり
　　　　　第二次　大きな体積　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４時間）

第１時　　　体積の普遍単位㎥
第２時　　　㎥と㎤の関係

第３時　　　辺の長さが小数で表された直方体の体積
第４時　　　練習問題
　　　　　第三次　体積の求め方のくふう　　　　　　　　　　　　　（１時間）

　　　　　第四次　たしかめ道場　　　　　　　　　　　　　　　　　（１時間）
５．評価規準
	学習活動・内容
	評　　　価　　　規　　　準　

	
	①関心・意欲・態度
	②数学的な考え方
	③表現・処理
	④知識・理解

	第
１

次
	単位㎤を知る
	単位の大きさを決めると数値化できることに関心をもつことができる。　　　　　　　
	　　　　　　　　

	１㎤の積み木を数えることで体積を求めることができる。　　　　　　　　
	体積の普遍単位㎤を知る。　　　　　　　　

	
	体積を求める公式をまとめる
	
	直方体や立方体の体積を計算で求める方法を考えることができる。
	
	直方体や立方体の体積を求める公式を理解している。

	
	１０００㎤になる入れ物を考える
	１０００㎤になる直方体の入れ物の形をいろいろ考えようとする。
	
	公式を用いて、直方体や立方体の体積を求めることができる。
	

	第
２

次
	㎥の単位を知り、体積を求める
	
	
	大きな直方体や立方体の体積を求めることができる。
	

	
	㎥と㎤との関係を理解する
	
	
	
	１㎥と１㎤の関係を理解し、１㎥の量感を持っている。

	
	辺の長さが小数値の場合の体積を求める
	身のまわりにあるものの体積を調べたり、それを活用したりする。
	
	小数値のまま公式にあてはめて計算し、体積を求めることができる。
	

	
	練習問題を問く
	
	体積の公式を使って直方体や立方体の求積をしたり、直方体の高さを求めたりできる。
	
	

	第
３

次
	Ｌ字型などの立体の体積を工夫して考え、求める。
	
	Ｌ字型やＵ字型の立体の体積を求める方法を工夫して考えることができる。
	
	

	第
４

次
	学習内容の自己評価
	体積が２４㎤の直方体をいろいろ作ろうとする。
	１㎤がいくつ分あるかを考えることができる。
	公式を適用して体積を求めることができる。
	体積の単位を理解している。


６．本時の学習（第１次　２／３時）

　（１）目標

○直方体や立方体の体積を計算で求める方法を考え、体積を求める公式としてまとめることができる。
（２）準備物

○パソコン　プロジェクタ－　１㎤の立方体の積み木　直方体の入れ物
（３）学習の展開

	学　習　活　動　
	教　師　の　支　援　と　留　意　点
	備　考

	1． 学習課題を知る。

２．直方体の体積の求め方を考え、発表する。
　　
３．体積の公式としてまとめる。
４．確認問題（２問）

５．評価テストをする。

６．本時の学習を振り返り、次時の学習内容を確認する。
	・考える前に、たて・横・高さを確認し、求めるために必要な辺の長さを提示する。
・積み木を使ったり、既習事項を使ったりして、３㎝×４㎝×５㎝の直方体の体積の求め方を考えさせる。

・１㎤の積み木の個数に着目して求めようとしている児童には、合理的に１㎤を数える方法を見つけさせる。
・公式化を急がず、求積の考え方を大切にするよう指示する。

・立ち止まっている児童には、ヒントカ－ドを手渡し支援する。
・自分の考えを順序立てて説明するよう助言する。

・コンテンツを活用して、体積の求め方を正しく理解させ、公式化する。
・机間指導で、学習した内容がどこまで理解できているか診断する。
・支援を要する児童には、積み木を使って、操作活動を行わせながら練習させる。
・評価テストを行うことで、一人一人の定着度を確認し、次の指導へ生かしていく。
・自己評価を行い、本時の学びを感じ取らせ次時への意欲づけを行う。
	コンテンツ

ワ－クシ－ト
１㎤の立方体の積み木

直方体の入れ物

コンテンツ




直方体の体積を計算で求める方法を考えよう





Ａ：直方体や立方体の体積の求め方を、筋道立てて考えることができる。


Ｂ：直方体や立方体の体積の求め方を考えることができる。


（ワ－クシ－ト・発表内容）























Ａ：直方体や立方体の体積を求める公式にあてはめて、立式ができる。


Ｂ：直方体や立方体の体積を求める公式にあてはめて、立式ができない。


（ノ－ト）





（ノ－ト）























